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14	 TOPICS 03　「木と人とのつながり」をテーマに、第13回「木と合板」写真コンテストを開催します！

16	 国有林野事業の取組　森林を楽しむ！× デジタル！
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詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

令和元年山開きの様子（山頂付近）

ハクサンシャクナゲ　

コメツガ林の様子

五
ご よ う ざ ん

葉山自然観察教育林 （岩手県大船渡市・釜石市・住田町）

【概要】
　五葉山自然観察教育林は、岩手県沿岸の南東部に位置し、標高 1,351mの五葉山山頂
からは、三陸復興国立公園であるリアス式海岸の雄大な眺めを楽しむことができます。
五葉山は、岩手県立自然公園に指定されており、樹木の種類も豊富で、ダケカンバ・ミ
ズナラ・ヒノキアスナロ・ゴヨウマツ・コメツガなどから構成される豊かな森林があり
ます。また、田中澄江氏の随筆集「花の百名山」にも名を連ねており、ヤマツツジ・レ
ンゲツツジ・ハクサンシャクナゲ・ガンコウラン・コケモモや五葉山の固有種であるゴ
ヨウザンヨウラクなどの花々があり、季節に応じて様々な森の表情を楽しむことができ
ます。
　五葉山の名前の由来は、藩政時代に伊達藩直轄の山であり、ヒノキ・ツガなどの林産
資源が豊富で重要な山であったことから、「御用山」と呼ばれていたことに由来し、そ
れが後に、この山で多く見られるゴヨウマツ（五葉松）に因んで「五葉山」と呼ばれる
ようになったといわれています。

【見どころ】
　五葉山の山開きは例年４月頃に行われており、ヤマツツジ・レンゲツツジの花の見ご
ろは、５月下旬から６月上旬ぐらいまでで、赤坂峠口周辺、畳石の南側、黒岩の西側のつつ
じヶ峯で群生しており、ツツジ観賞会が開催されています。ハクサンシャクナゲの花の見
ごろは７月中旬、しゃくなげ荘付近や日枝神社の西側に見事な群落があります。

※大船渡市観光物産協会HP　http://sanriku-ofunato.or.jp/

※イベント等の開催につきましては、大船渡市観光物産協会へお問い合わせください。

【アクセス】
　登山者の多い赤坂コース（赤坂峠口）へは、釜石自動車道宮守ICから自動車で約１時間。

 【 表紙の写真 】
春うらら（nishi、北海道池田町）
2017年度「わたしの美しの森フォトコンテスト」
受賞作品
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林
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に

は
、
林
業
経
営
体
が
収
益
性
を
高
め
つ
つ
、

長
期
に
わ
た
る
持
続
性
を
旨
と
し
た
経
営
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
目
指
す
べ
き
林
業
経
営
の
姿
を
示
し
つ

つ
、
そ
れ
に
向
け
た
林
業
経
営
体
の
育
成
、

さ
ら
に
は
、
林
業
従
事
者
の
育
成
・
確
保
、

労
働
安
全
等
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
主
な
論
点
〉

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
展
開

　
林
業
の
現
場
は
、
厳
し
い
環
境
下
で
の
人

力
作
業
が
多
く
、
生
産
性
・
安
全
性
が
低
位

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
丸
太
の

生
産
・
流
通
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
、
そ
の
販

売
収
益
か
ら
再
造
林
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
持
続
的
な
林
業

経
営
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
の
常

識
を
見
直
し
、新
技
術
な
ど
の
林
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育

に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
図
１
）。

1

34万円の赤字

113万円の黒字

445万円

307万円

452万円

248万円

446万円

245万円

251万円

281万円

192万円

232万円

114万円

122万円

143万円

93万円

81万円

収入

経費

収入

経費

収入

経費

71万円の黒字

丸太収入

主伐 造林

補助金

保育
n生産性向上の取組
n造林作業の省力化
などで収支プラス

さらに、自動化機械やエ
リートツリーなどの新技
術を導入し、収益向上

図１：目指すべき「新しい林業」（１ha当たりの収入・経費の試算）

現
在
の
林
業

近
い
将
来

新
し
い
林
業

新
た
な
森
林・林
業

基
本
計
画
に

向
け
た
検
討
状
況

～
持
続
的
な
森
林・林
業・木
材
産
業
を
目
指
し
て
～ Part2

　
前
号
の
特
集
に
引
き
続
き
、林
政
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
新
た
な
森
林・

林
業
基
本
計
画
に
向
け
た
検
討
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
号
で
は
、

持
続
的
な
森
林
の
管
理
・
利
用
を
実
現
す
る
た
め
の
林
業
・
木
材
産
業
・
山
村

の
振
興
に
関
す
る
主
な
論
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

担
い
手
と
な
る
林
業
経
営
体
の
育
成

造林作業 間伐・主伐作業 収穫期間

造林作業 間伐・主伐作業 収穫期間

※収入・経費の算出に関する詳細は、林野庁HPに掲載している
林政審議会（令和２年11月16日開催）資料３をご覧ください。

チェーンソー・高性能林業機械による作業 従来品種50年

機械導入による省力化・軽労化 自動化・遠隔操作機械の導入 早生樹・エリートツリー30年

人力による作業が多い
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経
営
力
の
強
化

　
主
伐
が
増
加
す
る
中
、
林
業
経
営
体
の
事

業
規
模
や
生
産
性
は
徐
々
に
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
（
図
２
）。
一
方
で
、
収
益
に
対
し
て

高
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
施
業
の
集
約
化
等
に
よ
る
販
売
量
の

増
加
や
、
丸
太
を
効
率
的
に
運
搬
で
き
る
林

道
整
備
等
を
行
い
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ

と
で
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
的
な
林
業
経
営
に
不
可
欠
な

再
造
林
等
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
造
林
作
業
者
の
育
成
や
、
経
営
体
に
お

い
て
伐
採
だ
け
で
な
く
再
造
林
が
で
き
る
体

制
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
事
者
の
育
成
・
確
保
、
労
働
安
全

　
林
業
へ
の
新
規
就
業
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
緑
の
雇
用
事
業
＊
に
よ
り
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
さ
ら
に
、
継

続
的
な
就
業
を
図
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き

従
事
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
研
修
の
実

施
や
、
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
技
能
評
価
の

導
入
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
他
産
業
と
比
べ
て
労
働
災
害
が
発

生
し
や
す
い
現
場
作
業
を
改
善
す
る
た
め
、

災
害
が
起
き
や
す
い
伐
採
作
業
の
機
械
化
や

軽
労
化
、
労
働
安
全
装
備
等
の
装
着
、
Ｖ
Ｒ

に
よ
る
安
全
体
験
研
修
な
ど
の
導
入
を
図

り
、
労
働
安
全
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・	

収
穫
ま
で
長
い
年
月
を
要
す
る
林
業
で
は
、

林
業
者
に
い
か
に
利
益
を
生
み
出
す
か
が

極
め
て
重
要
。

・	

育
て
る
林
業
か
ら
、
木
材
を
持
続
的
に
活

用
す
る
林
業
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
再
造

林
を
伴
わ
な
い
皆
伐
は
社
会
的
理
解
を
得

ら
れ
な
い
。

・	

従
事
者
の
所
得
向
上
に
向
け
て
生
産
性
向

上
・
省
力
化
を
図
る
一
方
、
森
林
整
備
を

十
分
実
施
で
き
る
従
事
者
数
の
確
保
も
考

え
る
べ
き
。

＊
緑
の
雇
用
事
業
…
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
に

向
け
た
林
業
経
営
体
が
行
う
研
修
や
、
現
場
技
能

者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　　林業イノベーションとは？
　人口減少社会を迎え、人手不足へ対処するため、森林・
林業分野でも省力化・低コスト化につながる『林業イノ
ベーション』に対する期待が高まっています。

　
国
産
材
供
給
量
の
増
加
と
と
も
に
、
木
材

製
品
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
製
材
・
合
板

工
場
の
整
備
が
進
み
、
そ
の
規
模
拡
大
・
生

産
性
の
向
上
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
国
産
材
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、

他
資
材
や
外
材
に
対
す
る
競
争
力
の
強
化
や

大
径
材
の
活
用
、
需
要
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
製
品
の
生
産
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

3 2

5.95 6.29 
6.93 6.66 

7.22 

3.38 
4.07 4.24 4.15 4.35 

0

2

4

6

8

2014 2015 2016 2017 2018

主伐 間伐

※林野庁「森林組合統計」

森林組合の生産性（㎥/人日）

1,861 2,061 

1,192

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1994～2002 2003～2018

緑の雇用による
新規就業者

※林野庁業務資料

（人）

事業開始後

新規就業者数（年平均）

木
材
製
品
の
生
産
強
化

図２：林業経営体の生産性の推移

図３：緑の雇用事業による新規就業
者の獲得

フォワーダからトラックへの直積み

丸太の在庫を把握するアプリ

就業相談会

トライアル雇用	短期研修

■ レーザー計測等を活用した情報把握

ドローンや航空機に搭載し
たレーザー計測などにより、
森林資源を把握

■ 林業機械の自動化

遠隔操作による伐倒車 荷掛け・搬送・荷下ろし
を自動化

重労働である下刈りの
自動化

■ 成長の良いエリートツリーの活用（前号参照）

■ ICT活用による丸太の生産・在庫管理
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〈
主
な
論
点
〉

国
産
木
材
製
品
の
競
争
力
の
強
化

　
製
材・合
板
工
場
の
大
規
模
化
が
進
み
（
表

１
）、
国
産
材
製
品
の
価
格
競
争
力
・
供
給
能

力
が
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
規
模
工
場

に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
高
効
率
化
等
を
図

り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
・
人
工
乾
燥
材
・
集
成
材
等
の

品
質
や
性
能
の
明
確
な
国
産
材
の
供
給
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
域
産

業
を
支
え
る
地
場
の
中
小
規
模
工
場
で
は
、

地
域
の
工
務
店
と
の
連
携
等
を
通
じ
て
、
単

価
の
高
い
地
域
材
製
品
や
、
細
か
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
製
品
の
供
給
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
非
住
宅
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利

用
が
進
む
中
、
強
度
性
能
や
含
水
率
な
ど
が

明
確
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
認
証
の
促
進
な
ど
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供
給
促
進
等
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・	

品
質
・
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
力
強
化
や
、

国
産
材
の
集
成
材
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供
給

拡
大
に
向
け
た
対
策
が
必
要
。

・	

地
場
製
材
工
場
等
は
、
工
務
店
等
と
連
携

し
て
地
域
材
の
利
用
を
支
え
て
お
り
、
支

援
が
必
要
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
住
宅
着
工
戸
数
減
な
ど

国
内
の
木
材
需
要
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
新
た
な
分
野
で
の
国
産
材
利
用
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
戸
建
て
住
宅

に
お
け
る
外
材
か
ら
国
産
材
へ
の
転
換
に
加

え
、
こ
れ
ま
で
木
材
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
都
市
等
の
中
高
層
建
築
物
や
非
住

宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用（
図
４・図
５（
次

頁
））
を
進
め
る
ほ
か
、
木
材
製
品
の
輸
出
促

進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
主
な
論
点
〉

都
市
等
の
中
高
層
建
築
物
等
へ
の

木
材
利
用
促
進

　
都
市
部
の
中
高
層
建
築
物
は
、
耐
火
性
能

や
強
度
の
高
い
部
材
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

背
景
に
、
木
質
耐
火
部
材
や
高
耐
力
部
材
な

ど
の
開
発
が
進
み
、
民
間
企
業
で
も
木
造
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
部
材

や
設
計
の
標
準
化・規
格
化
と
と
も
に
、設
計・

施
工
者
の
育
成
、
木
質
耐
火
部
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

な
ど
の
新
た
な
技
術
・
製
品
の
開
発
、
普
及

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
に
対
応
し
た
デ

ザ
イ
ン
性
・
機
能
性
の
高
い
製
品
の
開
発
も

重
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
木
材
利

1
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4,000

5,000

6,000

7,000

1月
（H30）

6 1
（H31）

6
（R1）

1
（R2）

6 11

輸出量（㎥） 輸出額（百万円）

資料：財務省「貿易統計」

（㎥） （百万円）

資料：国土交通省「建築着工統計」（平成30年）より林野庁作成
「住宅」とは居住専用建築物、居住専用準住宅、居住産業併用建築物の合計。「非住宅」とはこれら以外をまとめたもの。

住宅 非住宅

（千㎡）

1,750 

1,372 

81 

7 

0 

7,617 

8,081 

3,803 

7,004 

6,373 

0 10,000

1階

2階

3階

4～5階

6階以上

4,053 

40,548 

4,478 

10 

0 

546 

6,642 

4,283 

3,071 

11,476 

020,00040,000

n中高層建築はほぼ非木造
n低層非住宅建築は鉄骨造が
圧倒的多数

非木造 木造

工場の規模
（国産原木消費量）

工場数
H16 H30

10万㎥以上 0 16
５～10万㎥未満 13 24
１～５万㎥未満 194 215

１万㎥未満 9,213 4,327

計 9,420 4,582
※林野庁業務資料、農林水産省「木材統計調査」

区　　分 格付率

製材全体 13%
一般製材 12%
2×4 100%

集成材 95%
合板 91%

※農林水産省業務資料、
農林水産省「木材統計調査」

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part2

都
市
等
で
の

木
材
利
用
・
輸
出
の
展
開

表２：国内生産製品のJAS格付率 表１：規模別の製材工場数

大規模工場の例

製材・集成材・燃料材など木材を余すところなく活
用できるコンビナート

図６米国向けフェンス材の輸出 図４階層別・構造別の着工建築物の床面積
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用
の
良
さ
や
調
達
方
法
・
コ
ス
ト
の
情
報
共

有
な
ど
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
に
向
け
た

気
運
の
醸
成
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。木

材
製
品
輸
出
の
促
進

　
木
材
輸
出
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
従
来

の
丸
太
輸
出
か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
木
材

製
品
輸
出
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
輸
出
先
国
・
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
製
品
等
を
製
造
す
る
加
工
施

設
の
整
備
、
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
す（
図
６（
前
頁
））。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・
技
術
の
標
準
化
、
木
造
建
築
設
計
に
関
す

る
教
育
な
ど
、
木
造
の
設
計
を
し
や
す
く

す
る
こ
と
が
必
要
。

・
木
材
利
用
へ
の
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
た

め
、
そ
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

発
信
が
必
要
。

・
丸
太
で
は
な
く
製
品
や
不
燃
処
理
木
材
等

の
輸
出
な
ど
、
戦
略
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
。

2

図７ 森林資源フル活用のイメージ

一
般
的
な
買
取
価
格

枝条・
曲がり材等

小曲材・
小径材

太く
通直な材

主
に
チ
ッ
プ
用

主
に
合
板
用

主
に
製
材
用

木材チップ

合板

集成材

製材品

紙・板紙の
原料、燃料等

建築物の壁・床・
屋根、コンクリー
ト型枠等

建築物の構造材
（柱・梁等）、内装
材、家具建具用材

木質系新素材とは？
　木質バイオマスから取り出
した木の成分から開発された

素材で、新たな産業資
材として期待され
ています。

改質リグニンにより自動車部
材を開発

低

高

図５ 進む木材利用の取組

公共建築物での木材利用
公共建築物の木造率は上昇傾向。準耐火・耐火構造
の事例も。

羽黒高校（山形県）（2017年竣工）
国内初の木造３階建て準耐火校舎、CLTを活用

合同庁舎１号館南別棟（2017年竣工）
（農林水産省保育所）（東京都）
耐火構造による保育施設、CLTを活用

民間建築物での木材利用
木材を利用した民間の店舗、事務所ビル、集合住宅
等の事例も続々登場。

マクドナルド五条桂店（京都府）（2019年竣工）

THE	WOOD
（東京都）
（2018年竣工）
地上１～２階鉄骨
造、地上３～６階
木造の混構造事務
所ビル

多様な木材利用の展開
建築物以外の分野でも国産材利用の取組事例が見
られるように。

家具等に地域材をふんだんに使用したIT企業のオ
フィス（株式会社ドリーム・アーツ	広島本社オフィ
ス〈設計・施工㈱ワイス・ワイス〉）

炭素固定効果も期待される丸太を活用した軟弱地
盤対策

建築物の構造材
（梁・桁等）等
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Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
）
に
よ
っ
て
、
未
利
用

材
等
の
燃
料
材
の
需
要
が
大
き
く
増
加
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
燃
料
材
需
要
の
急
速
な
拡

大
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
森
林
資
源
の

持
続
性
や
既
存
の
木
材
利
用
事
業
者
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
未
利
用
材
活
用
（
図
７
）
や
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
＊
を
基
本
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

効
率
の
高
い
熱
利
用
の
推
進
や
未
利
用
材
の

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
供
給
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定

時
の
森
林
資
源
の
保
続
に
関
す
る
事
前
確
認

の
推
進
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
後
を
見
据

え
て
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
や
改

質
リ
グ
ニ
ン
な
ど
の
新
た
な
木
質
系
素
材
へ

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・
中
小
規
模
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
推
進
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
す
べ
き
。

・
無
理
な
燃
料
調
達
計
画
が
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
崩
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
資
源
状
況
等
を

踏
ま
え
適
正
な
も
の
と
す
べ
き
。

・
未
利
用
材
の
安
定
し
た
需
要
を
創
出
す
る

た
め
に
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

等
の
木
質
系
新
素
材
の
開
発
・
普
及
に
取

り
組
む
べ
き
。

　
自
然
豊
か
で
、
文
化・伝
統
を
継
承
す
る
山

村
は
、
我
が
国
の
林
業
を
支
え
る
重
要
な
地

域
で
す
。
山
村
で
は
人
口
減
少・少
子
高
齢
化

が
進
み
、
集
落
機
能
の
維
持
に
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
若
年
層
を
中
心
に
、

地
方
移
住
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
加
傾
向
に

あ
る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
山
村
の
暮
ら
し
や
都
市
部
か
ら
の
新
し
い

ニ
ー
ズ
に
森
林
・
林
業
が
何
を
な
し
得
る
の

か
と
い
う
視
点
か
ら
、
山
村
の
人
々
の
糧
と

な
る
地
域
産
業
の
育
成
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
、
関
係
人
口
＊
の
拡
大
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
（
図
８
）。

〈
主
な
論
点
〉

山
村
の
地
域
産
業
の
育
成

　
地
域
内
の
経
済
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
森
林
資
源
を
活
用

し
た
林
業・
木
材
産
業
の
推
進
、
き
の
こ
や

薪
な
ど
特
用
林
産
物
の
活
用
、
森
林
サ
ー
ビ

ス
産
業
＊
の
創
出
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め
に

は
、
農
林
地
の
管
理
・
利
用
な
ど
の
住
民
に

よ
る
協
働
活
動
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
や
林
業
へ
の
新
規
雇
用
な
ど

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・
針
葉
樹
だ
け
で
な
く
、
広
葉
樹
や
き
の
こ
、

木
炭
、
漆
等
の
活
用
に
よ
る
収
入
確
保
が

必
要
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
に
も
、
地

域
の
森
林
管
理
を
促
進
す
べ
き
。

・
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

森
林
の
空
間
利
用
を
進
め
て
い
く
必
要
。

・「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
等
の
子
ど
も
へ
の
環

境
教
育
活
動
を
広
げ
る
べ
き
。

＊
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
…
木
材
を
建
築
等
の
資
材
と
し
て
利
用
し
た
後
、
ボ
ー
ド
や
紙
等
と
し
て
の
再
利
用
を
経

て
、
最
終
段
階
で
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

＊
関
係
人
口
…
定
住
者
で
も
、
一
時
的
に
訪
れ
た
観
光
客
で
も
な
い
、
地
域
や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る

人
々
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

＊
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
…
森
林
空
間
を
健
康
、
観
光
、
教
育
等
の
多
様
な
分
野
で
活
用
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

産
業
で
す
。

え
る
存
在
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

山
村
を
応
援
す
る
関
係
人
口
の
拡
大

　
人
口
減
少
の
中
、住
民
だ
け
で
な
く
、地
域

外
の
人
々
に
も
山
村
の
地
域
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、幼
少
期
か
ら
の
森
林
環
境
教
育
や
自
然

の
中
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
通
じ
て
、人
々
の
山

村
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

12

3

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part2

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

新
た
な
山
村
価
値
の
創
造

図８ 森林を活用した多様な取組

山村の地域産業の育成

自伐型林業の実施者を育成して、地域の
広葉樹の多様な利用を推進。

地域コミュニティの活性化

地域の農業従事者が竹林化で荒れた里山
を整備。竹粉を土壌改良材などに利用。

山村を応援する関係人口の拡大

都市部などの生活習慣の改善が必要な
人を対象に、森林内でのクアオルト健康
ウォーキングの実施。

伝統技術「漆掻き」の伝承や、漆の需要拡
大に向けた取組を展開。

農地として活用が困難となった土地で
の植林で、新たな地域資源の創出。

自立性・創造性等を育むとして注目され
る森のようちえんに取り組む地域が増
加。
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新見市

真庭市

　 

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

新
見
・
真
庭
地
域
の
現
況

　
新に
い
み見
・
真ま
に
わ庭
地
域
は
、
岡
山
県
北
部
中
国
山
地
の
脊
せ
き
り
ょ
う梁
地

帯
に
位
置
し
、
街
道
が
交
差
す
る
要
所
と
し
て
古
く
か
ら
経

済
・
産
業
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

新
見
市
は
総
面
積
約
７
万
９
千
ha
、
真
庭
市
は
約

８
万
３
千
ha
と
広
大
で
岡
山
県
全
体
の
約
22
％
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
森
林
面
積
は
市
域
の
80
％
を
超
え
、
そ
の
う
ち

人
工
林
は
約
60
％
の
約
８
万
ha
と
ほ
ぼ
真
庭
市
の
面
積
が
人

工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
木
材
生
産
に
お
い
て
は
、
き
め
の
細
か
い
良
質
な
木
材
が

生
産
さ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
本
地
域
を
中
心
に
県

内
で
加
工
さ
れ
た
製
材
品
は
、
広
く
全
国
に
流
通
し
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
管
理
す
る
森
林
が
点
在
し
非
効
率
な
状
態
で
あ
る

本
地
域
は
、
森
林
所
有
規
模
は
小
規
模
・
零
細
で
、
森
林
所

有
者
の
高
齢
化
や
林
業
の
採
算
性
悪
化
か
ら
、
経
営
意
欲
の

低
下
、
保
育
や
間
伐
等
の
施
業
が
遅
れ
、
放
置
さ
れ
る
人
工

林
の
増
加
や
不
存
在
者
が
所
有
す
る
森
林
や
相
続
登
記
が
な

さ
れ
な
い
森
林
の
増
加
等
の
要
因
に
よ
り
、
森
林
の
管
理
水

準
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
構
想

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、今
後
、森
林
経
営
を
行
う
上
で
は
、点

在
す
る
森
林
を
面
的
に
管
理
で
き
る
よ
う
転
換
し
、森
林
整
備

を
促
進
す
る
。さ
ら
に
、皆
伐
再
造
林
や
天
然
林
の
更
新
伐
に

よ
り
森
林
の
再
生
や
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
森
林
の
循
環
利

用
を
促
進
し
適
正
な
管
理
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
30
年
に
新
見
・
真
庭
地
域
の
広
域
連
携
、

民
有
林
・
国
有
林
の
連
携
に
よ
る
効
率
的
な
森
林
整
備
を
と

お
し
て
、
森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
豊
富
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業

成
長
産
業
化
地
域
構
想
を
設
定
し
ま
し
た
。

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
主
な
取
組

　
当
地
域
で
は
、「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」
に
基
づ
き
、

７
つ
の
重
点
目
標
を
定
め
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
主
な
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
新
見
・
真
庭
地
区
森
林
管
理
協
議
会
の
設
立

　
平
成
30
年
度
に
新
見・真
庭
地
域
森
林
管
理
協
議
会
設
立
準

備
協
議
会
を
新
見
市
森
林

組
合
に
置
き
、
平
成
31
年

３
月
28
日
に
新
見・真
庭
地

区
森
林
管
理
協
議
会
設
立

総
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
の
目
的
は
、
行
政
、

森
林
組
合
、
林
業
事
業
体

が
連
携
し
て
、
素
材
生
産
、

製
材
・
加
工
、
木
材
需
要
、

造
林
・
保
育
な
ど
各
段
階

で
地
域
全
体
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
向
け
取
組
み
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
近
隣
の
先
進
地
視
察
を
行
い
、
今
後
の
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
を
見
な
が
ら
森
林
の
集
約

化
・
適
正
管
理
に
よ
る
施
業
面
積
の
拡
大
に
繋
が
る
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
） Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
森
林
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
り
、

 

森
林
・
木
材
情
報
の
一
元
管
理
を
実
現

　
既
存
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
「
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
」
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
森
林
の
循
環
に
必
要

な
施
業
情
報
や
収
支
、
配
当
な
ど
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連

動
さ
せ
、
必
要
な
情
報
の
取
り
出
し
や
現
地
調
査
に
よ
る
状

況
写
真
や
毎
木
調
査
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
で
共
有

さ
せ
る
こ
と
で
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
意
向

調
査
、
集
積
計
画
、
配
分
計
画
等
を
作
成
す
る
際
の
基
盤
や

施
業
経
費
の
管
理
、
収
益
計
算
等
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
所
有
者
に
対
し
、
森
林
の
集
約
化
や
施
業
提
案
が
容
易

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
見
・
真
庭
地
域

森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
と

林
業
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て

基調講演
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（
３
）
広
域
木
材
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
真
庭
市
に
平
成
27
年
発
電
所
が
で
き
る
と
き
に
燃
料
と
な

る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
平
成
25

年
に
木
質
資
源
安
定
供
給
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
電
力
の
買
取
価
格
は
、
間
伐
材
等

由
来
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
い
わ
ゆ
る
未
利
用
材
の
価
格
が
一

番
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
未
利
用
材
で
あ
る
と
い
う
証

明
書
を
発
行
す
る
手
続
が
必
要
で
し
た
。

　
そ
こ
で
安
定
協
は
、「
真
庭
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
証
明

に
必
要
な
「
誰
の
所
有
で
、
誰
が
、
ど
の
場
所
か
ら
等
」
の

情
報
を
登
録
し
た
情
報
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
す
べ
て
の
流
通

を
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る
こ
と
で
素
材
生
産
可
能
量
、
林
地

残
材
搬
出
可
能
量
な
ど
森
林
資
源
量
の
把
握
や
も
の
の
見
え

る
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
管
理
を
行

う
こ
と
で
無
断
伐
採
・
違
法
伐
採
の
防
止
に
も
つ
な
が
っ
て

お
り
、
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
燃
料
は
真
庭
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
で
受
け
入
れ
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
27
年
以
降
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料
供
給
は

非
常
に
順
調
で
、
そ
の
理
由
は
川
上
（
森
林
所
有
者
）
か
ら

川
下
（
発
電
所
）
ま
で
す
べ
て
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
は
今
ま
で
お
金
に
な
ら
な
か
っ
た
未
利
用
材

が
お
金
に
な
る
こ
と
に
よ
り
所
得
が
向
上
、
素
材
業
者
は
、

安
定
し
た
事
業
量
が
確
保
で
き
収
益
ア
ッ
プ
、
製
材
所
、
原

木
市
場
は
今
ま
で
処
理
に
困
っ
て
い
た
端
材
や
バ
ー
ク
も
発

電
に
利
用
で
き
経
費
の
削
減
、
チ
ッ
プ
工
場
も
安
定
し
た
事

業
量
が
確
保
で
き
収
益
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
新
見
市
に
新
し
く
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
に
新
見
市
を
入
れ
て

更
に
広
域
的
な
流
通
管
理
の
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
通
常
、
１
つ
の
発
電
所
に
供
給
す
る
フ
ロ
ー
と
な
り
ま
す

が
、
新
見
の
発
電
所
が
増
加
す
る
こ
と
で
２
つ
の
発
電
所
へ

の
供
給
を
管
理
・
証
明
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
。

　
真
庭
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
新
見
市
で
構
築
す
る

よ
り
も
今
あ
る
真
庭
シ
ス
テ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
利
用

す
る
こ
と
で
か
な
り
の
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
発
電
所
が
一
つ
で
あ
っ
た
が
二
つ
に
な
る

こ
と
で
互
い
に
課
題
と
な
る
安
定
供
給
体
制
の
強
化
と
証
明

が
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
今
後
も
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
に
基
づ
き
、担
い
手
の

確
保
や
人
工
林
だ
け
で
な
く
広
葉
樹
の
利
用
拡
大
、発
電
所
で

発
生
す
る
燃
焼
灰
の
再
利
活
用
な
ど
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を

目
指
し
、「
植
え
る
」「
育
て
る
」「
伐
る
」「
使
う
」の
林
業
サ
イ
ク

ル
が
機
能
す
る
地
域
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

バイオマス発電所

事業概略図

７つの重点目標

GIS
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令和３年全国山火事予防運動
TOPICS

01

林野庁では、３月１日から７日まで「あなたです　森を火事から　守るのは」を統一標語として、
「全国山火事予防運動」を実施し、全国で山火事予防意識の高揚を図る運動や、

森林パトロール等の実施を呼びかけます。
林野火災の被害状況（写真提供：山口県）

春
は
山
火
事
に
ご
用
心

　
山
火
事
は
、
例
年
三
月
～
五
月
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
に
お
い
て
も
、
三
～
五
月
に
多
数
の
林
野
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
特
に
、
北
海
道
標し

べ
ち
ゃ
ち
ょ
う

茶
町
や
兵
庫
県
姫
路
市
で
は
大
き
な
山
火

事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
枯
草
や
落
葉
が
燃
え
や

す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
強
風
等
の
条
件
が
重
な
る
と
、

た
き
火
な
ど
か
ら
火
が
燃
え
移
っ
て
山
火
事
が
発
生
し
、
焼
損
面
積
が

拡
大
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
菜
採
り
等
で

山
に
入
る
人
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
な
ど
に
よ

る
火
災
発
生
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
山
火
事
は
一
旦
発
生
す
る
と
、
消
火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
長

い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
火
の
用
心
を
心
が
け
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
森
林
を

守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

「全国山火事予防運動」の今年のポスターには、熊本県熊本市立出
いずみみなみ

水南
中学校２年の松

まつくま

隈辰
たつ

実
み

さんの作品が、標語には、徳島県立那
な か

賀高等学
校１年の秋

あ き た

田岳
がく

さんの作品が選ばれました。

山火事予防パレード（写真提供：中部森林管理局）

区分／年次 H27 H28 H29 H30 R元年 平均

出火件数
（件） 1,106	 1,027	 1,284	 1,363	 1,391	 1,234

焼損面積
（ha） 538	 384	 938 606 837 661

損害額
（百万円） 255	 157	 900 202 269 357

［近年の林野火災の発生状況］

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

出火件数と焼損面積を１日あたりに換算すると、全国で毎日約３
件発生し、約２ha は焼失していることになります。
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月別の林野火災発生件数（H27 ～ R 元年の平均）

森林保険は、森林所有者を被保険者として、森林についての上記 8 つの災害による損害を
総合的に補償する保険です。山火事防止と併せて、リスクへの備えとしてご検討下さい。

◆森林保険のお問合せ◆　お近くの森林組合、森林組合連合会、または森林保険センターへ
（国研）森林研究・整備機構森林保険センタ－（代表）044-382-3500

例年、林野火災の半数以上は３〜５月に発生しています。

（件）
300

250

200

150

100

50

0
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 12月11月10月

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

山火事防止の
シンボルマーク
「まといリス 」

林野庁からのお願い
①枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと
②たき火など火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること
③強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
④火入れをする際は、市町村長の許可を必ず受けること
⑤たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと
⑥火遊びはしないこと

林野火災発生（写真提供：岩手県）

地上消火活動（写真提供：山梨県）

空中消火活動（写真提供：兵庫県）

たき火
373件

（30.2%）

火入れ
216件

（17.5%）

放火（疑い含む）
104件

（8.4%）

その他
450件

（36.5%）

火遊び
 28件

（2.3%）
たばこ 63件

（5.1%）

「たき火」が一番、林野火災に繋がる恐れがあります。

火の取扱いの不注意が半数以上

出火原因別発生件数（H27～ R 元年の平均）

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

98

133

236
224

207

79

25

88

18

44

33

48

をご存じですか？

火災 風害 水害 雪害 干害 凍害 潮害 噴火災
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木材製品の輸出の促進について
〜「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」に基づく輸出の促進〜

TOPICS

02

　農林水産物・食品の政府の輸出額目標は、2025年に２兆円、2030年までに５兆円であり、このうち、林産物

については、2025年までに718億円、2030年までに1,660億円を目指すこととしています。

　この目標を達成するため、昨年12月の農林水産業・地域の活力創造本部において、「農林水産物・食品の輸出

拡大実行戦略」を決定しました。

　同戦略では、マーケットインの発想に基づき、①日本の強みを最大限に活かす品目別の具体的目標を設定する

こと、②輸出にチャレンジする農林水産事業者を後押しすること、③省庁の垣根を超え政府一体として輸出の障

害を克服することを基本的な考えとし、政府一体となって輸出促進施策を実施することとしています（図１）。

　木材については、製材・合板を重点品目とし、中国、米国、韓国、台湾等をターゲットに、日本式木造建築物の普

及による建築部材の輸出促進、高耐久木材の海外販路の拡大やマーケティングや輸出に取り組む事業者等を中

心とする輸出産地の育成、国際競争力強化のための加工・流通施設の整備等に取り組むこととしています。

▲図１　農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略の概要
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　具体的には、付加価値の高い木材製品を生産する木材加工施設を中心に、原料を供給する川上から販売を担

う川下までの企業等が連携する輸出産地等を育成することとし、これらの育成・展開を図るため、輸出に取り

組む輸出産地等をリスト化し、2月に公表しました（表１）。

　また、安定的に原料を供給するための生産基盤の強化、合法性確認の一般化、生産・輸送にかかるコスト削減

に取り組むほか、国際競争力の高い生産体制を実現するため、輸出先国・地域の規格や高品質な木材製品を生

産する加工施設等の整備を行うとともに、原料となる原木の安定供給及び生産コストを削減するための路網

の整備・機能強化や高性能林業機械等の整備を推進することとしています。

　加えて、ＪＥＴＲＯ等関係団体とも連携し、輸出先国・地域のニーズの絞り込みや日本産木材製品のブランディ

ング、マーケティング等を進めることとしています。

　林野庁としては、同戦略に基づく取組を着実に進めることで、輸出目標の達成を目指していきます。

スギを使用した住宅用フェンス材日本式木造住宅の輸出 高耐久木材を使用したデッキ

今回ご紹介した取組については、農林水産省のウェブサイトで公表しています。

詳しくは、以下のリンクをご覧ください。

政府の取組について

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_action/index.html　

輸出産地リストについて

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_action/yusyutsu-list.html　

農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_action/attach/pdf/index-5.pdf　

▲表１　製材の輸出産地リスト（令和３（2021）年２月16日時点）

品目 品目の詳細

輸出産地 実施主体（輸出事業計画の策定者）

輸出産地名
産地のエリア・所在地

事業者名
所在地

都道府県 市町村 都道府県 市町村

製材 外構材等 日田 大分県 県内全域 日田木材協同組合 大分県 日田市

製材 外構材 群馬 群馬県 県内全域 群馬県、群馬県産２×４材
販路拡大グループ 群馬県 前橋市ほか

製材 外構材 高知 高知県
徳島県

高知県全域
徳島県（三好
市、那賀町）

高知米国市場開拓協議会 高知県 仁淀川町

製材 構造材、内装材、
外構材、家具等 宮崎 宮崎県 県内全域 宮崎県木材協同組合連合会 宮崎県 宮崎市
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「木と人とのつながり」をテーマに、
第13回「木と合板」写真コンテストを開催します！

TOPICS

03
　木材・合板博物館では、第13回「木と合板写真コンテスト」を開催いたします。募集期間は2021年７月１日（木）～

８月31日（火）、募集テーマは「木と人とのつながり」です。特別審査員にプロ巨樹カメラマン吉田繁氏を迎え、林野庁

長官賞（大賞）には５万円の商品券が贈られます。日本国内在住者なら誰でも応募可能です（ただしプロは不可）。

　木は製材や合板など様々な製品となって、私たちの生活を支える住宅や家具・おもちゃなどに使われています。木

材利用を推進することは、日本の林業活性化にもつながり、地球温暖化に歯止めをかけることにもつながります。昨

年は新型コロナウイルスのパンデミックが起こり、今年は東日本大震災からちょうど10年の節目の年です。歴史的

にも住宅や地域の復興・再生には欠かせない木材。そして、木の温もりは五感を使って感じることで私たちの心を癒

してくれます。これまで以上に身近にある｢木｣や｢合板｣などと人との関わりに目を向けていただければと思います。

応募方法はEメール（photocon@woodmuseum.jp）にて、お一人様２点まで応募可能です。

詳しくは、HP（https://www.woodmuseum.jp/photo-con/）をご覧ください。皆様のご応募お待ちしております。

　お寺の庭、そして室内の柱や天井が鏡面の座卓に映り込んで、親子が青
あおもみじ

紅葉に染まっています。

（審査員講評）
　審査の会場で、「ポーン」と目に飛び込んできた写真がこの作品。それほど、存在感がある。窓の外の庭のことを考えると、欧米
の、仮にだがフランス式の庭園は左右対称のシンメトリーで幾何学的な構成で作られている。
　一方、日本の庭園は、そのような論理的に作られたものとは少し違い、歩くうちに景色が変わるだけでなく、季節の移り変わり
に合わせて変化する彩を楽しむ。この写真は、緑の色でほとんどが占められるが、いつかはこの緑も別の色に変わることが容易に
想像できる。そして、この家族も、そして、木質の室内も年月を経ると変わっていくだろう。そうした、一枚の写真に、時に移り変わ
りも込められている、日本的な美学が込められている傑作だとおもう。

（受賞者コメント）
　人はみな、木と緑にいつも優しく見守られて生きていることをリフレクション（反射・鏡）で表現してみました。赤ちゃんが木々
と同様に、すくすくと元気よく育ってくれることを願います。

林 野 庁 長 官 賞（ 大 賞 ）

「青紅葉に染まる」村上正幸　撮影場所：兵庫県神崎郡福崎町

第 12 回 　 受 賞 作 品
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受 賞 作 品（ 抜 粋 ）

優秀賞 「芸術の図書館」 増井典子 建材賞 「CLT PARK HARUMI」下鳥亨

特別審査員賞 「little prayer」 髙橋秀治 木質素材賞 「想い出」 門林泰志郎

ネイチャー賞 「長床と大銀杏」 大島市郎 ライフ賞 「ぬくもりの場所」 山内佳子

＜お問い合わせ＞
公益財団法人PHOENIX　木材・合板博物館　事務局
〒136-8405　東京都江東区新木場1-7-22　新木場タワー 4階
TEL	：	03-3521-6600　　E-mail	：	photocon	@woodmuseum.jp　HP	：	https://www.woodmuseum.jp
※当館はただ今当面の間、休館をしております。オンライン館内見学をお試しください。
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森
林
を
楽
し
む
！
×
デ
ジ
タ
ル
！

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
時
と
場
所

を
選
ば
ず
に
国
有
林
の
魅
力
を
体
験
し
て

い
た
だ
け
る
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た
映
像
を

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
紹
介

　
林
野
庁
で
は
、
皆
様
に
広
く
森
林
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
国
の
国
有
林
野

の
中
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
景
観
等

が
優
れ
た
93
箇
所
を
「
日
本
美
し
の
森	

お
薦

め
国
有
林
」
に
選
定
し
、
そ
の
普
及
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
一
環
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら

「
日
本
美
し
の
森	

お
薦
め
国
有
林
」
の
雄
大

な
風
景
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
映
像
は
農
林
水
産

省
の
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧

頂
け
ま
す
。
ま
た
、
他
の
箇
所
で
も
撮
影
を

行
い
、
順
次
、
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
散
策
路
や

樹
木
園
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
日
本
三

大
美
林
の
一
つ
天
然
秋
田
杉
美
林
で
森

林
浴
を
楽
し
ん
だ
り
、
林
内
に
あ
る
仁
別

森
林
博
物
館
で
は
、
森
林
・
林
業
の
歴
史

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
画
で
は
、

２
０
２
０
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
・
井

戸
川
百
花
さ
ん
が
、
天
然
秋
田
杉
美
林
の

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

動
画
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=gY0dAcW

r5i8

　
日
本
有
数
の
高
層
湿
原
で
あ
る
栂
池
自

然
園
内
に
あ
り
、
園
内
に
は
約
５・
５
㎞

の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
は

高
山
植
物
、
秋
は
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

動
画
で
は
、
紅
葉
に
染
ま
る
山
々
と
広
大

な
湿
原
、
雪
化
粧
の
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
が

色
鮮
や
か
に
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
画
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=L3xfcEsgvnQ

　

清
流
菊
池
川
の
源
流
を
擁
し
、
大
小

様
々
な
瀬
と
渕
と
滝
が
織
り
な
す
渓
谷
美

が
特
徴
の
菊
池
渓
谷
を
中
心
と
し
た
自
然

休
養
林
で
す
。
晩
秋
の
菊
池
渓
谷
を
舞
台

に
、
清
流
と
木
々
の
紅
葉
が
織
り
な
す
渓

谷
美
は
ま
さ
に
神
秘
的
で
す
。

動
画
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=E57D

7lSG
gzI

【
お
問
合
せ
先
】

林
野
庁	

国
有
林
野
部	

経
営
企
画
課	

国
有
林
野
総
合
利
用
推
進
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
─
６
７
４
４
─
２
３
２
３

取 組
国有林野事業の

①仁
に べ つ

別自然休養林（仁別国民の森）
所在地：秋田県秋田市

②栂
つ が い け

池湿原風致探勝林
所在地：長野県小谷村

③くまもと自然休養林（菊池水源地区）
所在地：熊本県菊池市・阿蘇市
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中
部
森
林
管
理
局
制
作

デ
ジ
タ
ル
森
林
紀
行

～
森
林
が
織
り
な
す
美
し
い
風
景
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
～

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
で
気
軽
に
管
内
（
富
山
県
、
長
野
県
、

岐
阜
県
及
び
愛
知
県
）
を
は
じ
め
全
国
の
美

し
い
森
林
や
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
令
和
２
年
８
月
に
、「
デ
ジ
タ
ル
森
林

紀
行
（
愛
称
：
デ
ジ
森も

り
）」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
開
設
し
ま
し
た
。

　
当
サ
イ
ト
は
、
①
風
景
の
色
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
中
部
の
森
林
色い

ろ
い
ろ々

」、
②
「
林
野
庁
及

び
各
森
林
管
理
局
（
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、

近
畿
中
国
、
四
国
、
九
州
）」
へ
の
リ
ン
ク
一

覧
、
③
中
部
局
広
報
主
任
官
の
お
勧
め
サ
イ

ト
で
構
成
し
て
お
り
、
今
回
は
、
①
「
中
部

の
森
林
色い

ろ
い
ろ々

」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
部
の
森
林
色い

ろ
い
ろ々

～
風
景
の
色
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
館
～

　
風
景
の
色
を
テ
ー
マ
に「
青
」、「
緑
」、「
黄
」、

「
白
」、「
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
に
写
真
を
分
類
す
る
こ
と

で
、
直
感
的
に
“
今
見
た
い
風
景
”
を
探
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
サ
イ
ト
で
す
。

ま
た
、
掲
載
し
て
い
る
写
真
は
、
森
林
管
理

局
・
署
等
の
職
員
が
撮
影
し
た
も
の
を
現
在

２
７
５
点
を
（
２
月
末
）
紹
介
し
て
お
り
、

今
後
も
、
随
時
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

主に青空が美しい風景です。
乗鞍岳権現池（中信署管内）

　
こ
の
他
に
も
美
し
い
風
景
が
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
心
身
共
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

デ
ジ
森
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【
お
問
合
せ
先
】

中
部
森
林
管
理
局	

総
務
企
画
部	

総
務
課	

広
報

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０
─
３
１
６
０
─
６
５
１
３

主に緑が美しい風景です。
緋の滝（岐阜署管内）

主に紅葉が美しい風景です。
黒部平駅展望台（富山署管内）

主に雪景色が美しい風景です。
｢冬のブナ林｣（北信署管内）

色にこだわらない美しい風景です。
現在は、山頂からの御来光や滝を掲載しています。
｢朝焼けの白馬三山｣（中信署管内）

テーマ「青」

テーマ「黄」 テーマ「緑」

テーマ「白」テーマ「ALL」

デジタル森林紀行
（愛称：デジ森）

林野庁中部森林管理局
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BUZZMAFF秋田取材報告
TOPICS

04

　日本三大美林の一つである天然秋田杉※は、年輪幅が揃い、木目が細かく強度に優れ、狂いが少ないこと
から、古くから高級内装材、天井板などの住宅用建築材として利用されてきました。
　現在、国有林では天然秋田杉の供給は行っていませんが、秋田県では、地元のスギを使っていこうとい
う民間の新しい取組や、国有林における天然秋田杉に代わる高品質なスギ人工林の施業が進められてい
ます。
　林野庁公式Youtubeチャンネルでは、秋田スギでの木桶の製造を目指す老舗の酒蔵「新

あらまさ

政酒造」と、樹齢
100年を超える高齢級人工林における秋田スギの計画的な供給を目指す国有林の取組を取材しました。
今回は、動画でお伝えしきれなかった部分を交え、ご紹介していきます。

※天然秋田杉：青森県から鹿児島屋久島まで広く分布している天然杉のうち、秋田県の北部を流れる米代川流域に分布する杉。本記事では天然秋
田杉と区別して、人工林から生産される秋田県産のスギを秋田スギと表記する。

昔ながらの製法で地域に根差した酒造りを
新政酒造株式会社　代表取締役　佐藤 祐輔

　新政酒造では、約90年前にこの蔵

で発見された「６号酵母」を使って、

すべてのお酒を造っています。この

酵母は、現在酒造りに使われている

日本最古の酵母ですが、調べていく

と、酵母が発見された当初、木桶を

使った古い製法で酒造りをしていた

ことがわかりました。酵母の生まれ

た時の環境に近い酒造りをしたほう

が酵母の特性を引き出せるのではな

いか？と思い、木桶に興味を持ったのが始まりです。

　しかし、日本における木桶生産業は、木桶職人の高齢化・減少により非常に厳しい状況にあります。そこで、自ら木

桶を製造するため、社員を対象に木桶職人の育成にも取り組み始めました。将来的には、地元の秋田スギを使い、自

社で木桶を製造したいと思っています。

　自社圃
ほじょう

場のある鵜
うやしない

養地区では、自社での酒米生産のほか、地元の農家と契約して酒米を生産し、小さな山村に雇用

を創出しています。また、無農薬、無肥料の昔ながらのやり方にこだわっています。将来的には、外から農薬や肥料を

持ち込まず、地域の木と水と米を使った酒造りをすることが目標です。

田園の広がる鵜養地区の風景

撮影 船橋陽馬(根子写真館）
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秋田スギを使った木桶づくりを目指して 
新政酒造株式会社　木桶職人　相馬 佳暁

　木桶職人になる前は、設計の仕事をしていました。現在は醸造工程を勉強し

ながら、秋田スギを使った蔵の足場や麹
こうじむろ

室の設計などをしています。自社で木桶

造りに取り組んでいる中で、前職から一番木材に理解のある者として木桶に関

わっています。

　木桶は、鋸
のこ

と鉋
かんな

と木
き づ ち

槌の３つの道具だけで作ることができますが、木桶の

側の部分を作るのに必要な板

はだいたい40枚ほどで、これは

４mの丸太から多くて8枚程度しかとることができません。木桶に使う

スギの樹齢は120年くらいがベストですので、そのような高齢級のス

ギが何本も必要になってきます。

　今、蔵で使用している木桶も、樹齢120年ほどの吉野杉からできていま

す。寒冷地の秋田スギは吉野杉と比べ目が詰まっているため、もしかした

ら樹齢100年ほどのものでも木桶に使えるかもしれません。秋田スギを

使った木桶は戦前以来となるので、ぜひ挑戦したいと思っています。

天然秋田杉に代わる高齢級スギ人工林の施業について 
秋田森林管理署長　尾前 幸太郎

　秋田森林管理署管内は、秋田スギの一大産地となっています。管内のスギ人工林面積のう

ち、36年生から55年生の森林が約60％を占めており、その一部で今は供給をしていない天

然秋田杉の代替材として、高齢級・高品質なスギ人工林の施業を進めています。

　BUZZMAFFの中で紹介させていただいたスギ人工林は、明治39年に植栽されたもので、

樹齢115年生になります。材質的にも幹が引

き締まり目の詰まったものとなっており、天

然秋田杉にも引けを取らない高品質な材に

なっています。このような高品質なスギは、構造の内部に使われる建築

材というよりも、人の手に触れ、目にしていただけるようなところへの

利用を進めたいと思っています。

　あと30年ほどで伐採の時期を迎えますが、高齢級・高品質の秋田ス

ギを需要に応じて安定的に供給できるよう、小規模伐採などの方法を

検討しているところです。

現在使われている木桶と木桶蔵
撮影 堀 清英

高齢級秋田スギ人工林

　BUZZMAFF林野庁公式Youtubeチャンネルでは、今回の取組に加え、秋田スギを構
内の内装に使用しているJR秋田駅の様子を動画でご紹介しています。
　秋田スギをふんだんに使用した新政酒造の酒蔵の内部や、樹齢115年の人工林秋田ス
ギと天然秋田杉の迫力のある映像、そして今回インタビューに応じていた
だいた方々の秋田スギに寄せる熱い思いをぜひ動画でもご覧ください。
https://www.youtube.com/watch?v=aU0UONwBGcw

撮影 堀 清英
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検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁 HP でもご覧になれます。詳しくは

山火事は３〜５月に多く発生しています。皆様、お一人おひとりの心がけが山火事を防止します。


